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林淑丹「石川鴻斎 『夜窓鬼談J『東斉諾』試論」（文藻外語学院日本語文系 『2009年 「日語教育之麿
用輿護展j国際撃術論文集』2010年3月、 Pl25Pl40) 
＊討議要旨
谷川恵一氏より、鳥の化身であることに関する本文内容の確認があり、発表者は、原典には記述が
なく泣津作品では自分は化生の者で臓がないと美人が告白し、その後、迦陵頻伽 （かりょうびんが。
迦陵頻迦とも。人頭、鳥身の、仏教で雪山あるいは極楽にいるとされる想像上の生物）という生き物
があることを松浦芳斎が七郎に教える場面が描かれている旨、説明した。これをふまえ、谷川氏より、
迦陵頻伽は鳥のような実在の生き物ではなく、異類婚姻語に結びつけるには、それらの場面検討を含
めた詳細な手続きが必要なのではないかとの助言があった。次に林晃平氏より、「浦島太郎Jの亀姫
像については諸本の検討が必要で、あり、御伽草子の諸本からは肉体的な面が強調される女性像が読み
取れないのに、河合隼雄氏の説に基づき論を展開している点が危倶されるとの指摘があった。更に林
氏は、亀姫の系統に位置していた乙姫が、御伽草子以降、亀と分離するようになり別のキャラクター
を持つようになる点をどう考えるか質問した。発表者は、今回は河合氏の説に依拠したが、典拠に関
して今後理解を深めたいと応答した。最後に、司会・戸松泉氏より、近代小説としては、 芳斎が七郎
に切りつけられる場面についての分析に興味が持たれるところであり、 J在津作品の独自性についても、
もう少し検討すると良いのではないかとの示唆があった。
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